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1. はじめに 

 道路やトンネルなど土木構造物を建設する際，地すべり跡地では，健岩箇所に比べて地盤が緩んで

いることに対する対策が求められる。とくに，地すべり跡地においては，施工時の切土で地すべり地

が動き出すと難工事になることから，地すべり地形を見逃すことなく読み取ることは極めて重要であ

る。地すべり跡地であることの判断が地形から容易な場合もあるが，地すべり発生年代が古く，侵食

の影響を受けたことによって地すべり地形が残っていない場合や，繰り返し発生した地すべりによっ

て地すべり地形が乱されている場合には地形から地すべり跡地であることを判断することが難しい場

合もある。このような地すべり跡地を見落としてしまうことで，土木構造物を建設する際，工事が想

定以上に難工事になることや，建設後の維持管理が困難になることがある。 

地すべり地形は，滑落崖，側方亀裂，地すべり土塊の地形の特徴に基づき，空中写真判読によって

地すべり地形判読が行われている。しかし，繰り返し地すべりが発生している箇所や古期地すべりな

どでは，開析が進み，これらの地すべり地形の特徴が明瞭にはみられないことから，判読が困難なこ

とがある。本研究では，数値標高データ（DEM データ）を用いて簡易地すべり判読手法の開発に向け

て地すべり地形の特徴を DEM から算定する地形量で可視化する手法を検討した。本研究では大規模

地すべり地形を対象とした。 

2. 解析方法 

 本研究では，尾根谷度を用いて尾根を自動抽出し，地すべり分布との関係を分析した。尾根谷度は，

千葉ら 1)によって提案された手法で DEM データを用いて地上開度および地下開度から算定すること

ができる。DEM データを用いて算定する地形量の多くは，地点近傍の標 高値による局所演算に基づ

くため，ノイズに弱く，大局的な地形の特徴を把握しきれないという問題点があるが，横山ら 2）が提

案した地上開度および地下開度では，大局的な地形を定量化することができる。開度は，方向性およ

び局所ノイズに依存しない表示が可能な指標であり，地上開度と地下開度から算定する尾根谷度とい

う指標では，大局的に地形を可視化することができる。本研究では，尾根の連続性と地すべり分布と

の関係を定量的に示すことで，尾根の分布から地すべり分布の傾向を推定する手法を提案する。 

研究対象地域は怒田八畝とその周辺の斜面とした。DEM データとして AW3D303)を用いた。地すべ

り地形の分布範囲の特定には，防災科学技術研究所が公表している地すべり地形分布図デジタルアー

カイブのデータを用いた。 

3. 解析結果 

 まず第１に AW3D30 から尾根谷度を用いて尾根を抽出した（図-1(a)，図-1(b)）。次に，連続し

た尾根の長さと地すべり土塊(図-1(c))の面積との関係を，900m×900m のメッシュを単位面積と

して分析した。 



3. 解析結果 

 まず AW3D30 から尾根谷度を用いて尾根を抽出した（図

-1(a)，図-1(b)）。次に，連続した尾根の長さと地すべり移動

体(図-1(c))の面積との関係を，900m×900m のメッシュを単

位面積として分析した（図-2）。データの分布の上限に着目

すると，地すべりの面積が増加するにつれて，連続する尾根

のピクセル数が減少している。連続する尾根が見られる箇所

では地すべりの分布が見られないが，尾根のピクセルが減少

すると，ばらつきはあるが，地すべりの分布が増加する可能

性があると言える。 

 

4. まとめ 

本研究では，AW3D30 のデータを用いて地すべり分布の傾向を定量的に示す手法を検討した。

今後同様の関係が他の地域にも見られるか調査することにより，DEM を用いて地すべり地形分

布を推定する手法の汎用性についても検討する。 
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図-1 地すべり地形の抽出に用いたデータ（ａ）尾根谷度（ｂ）尾根谷度を用いて抽出した尾根（ｃ）地

すべり地形ＧＩＳデータ

図-2 連続する尾根の長さと地すべり地

形面積との関係 
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